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 定置・漁場設置調査(概報)

 漁、業部

 甑島鹿島村内川内沖合に定置漁場を設置するため鹿島村漁協より'伺沖合の潮流
 調査を依頼されたので・.削平材ハに.同沖合約200m(水深45椛)の
 潮流調査を実施した。・1

 なお、詳細な結果は現在資料分析中の一ため、後日報茸予定。
 調査月日昭和42年9月261ヨ～2ア目'一

 調査船照市丸98.93T300一正P

 工潮流観測結果の概要

 (1〕潮流測定を実施した時は9月26目}2ア目で、この頃は最も小潮時で潮
 流も小さく観測された占従って大潮藩は、この流速の約2倍～2.5借の流速
 があるものと考えてよい。

 (2〕一般に下げ潮の時は、北'東よりの流れで上げ潮は南西からの流れである。

 (ヨ水深20mぐらいまでは、下け潮(北康流)竺弱く・上げ潮(南西流)が
 強く、大体上げ潮は下ば潮の2倍位である。
 (注)これは南よりの暖流勢力の影響のためと思われ、従ってこれは年により

 或いは時期により違うものセ、一例えば五島、天草方向からの南下流の強い
 時期、或いは年は反対に北東流の強いだ円の型になると恩おれる。

 (4〕水深30柳位までは、表情とあまり変らない潮蒲が観測されたが。、水深

 40m(下層)では大体半減して弱くなる。
 15〕この海域では潮流一の変り時には、変る方向は一定していない口従ってこの

 海・域では潮流は施形の影響があるものと思われ、北西流戴いは南東1流も観測
 された口

 (θごの海域では一般に下げ潮から上げ潮に変る蒔大体干潮時であるが、上け

 潮時から下け潮時に変る暗期は一定せず、満潮後おくれて下げ潮になる場合
 が多・～

 亙図の見方

 図は実際に測得した流向・流速を言己入し.たもので、「0」点より中心点まで
 の長さが流速で、その方向が潮流の方向である。又だ円はこれらの流速と拓向
 を大体色合するよ弓に画いたもので、即ちごの潮流鏑一郡点では、大体このだ円
 内の流速と、流向が上げ潮、下ば潮により、くり.返えされているとみてi一一い目
 (例えば)

 水深5mの潮流図で最も犬一きな流速が測得されたのは上ば潮時258度の方向
 (約“%)より毎秒23腕の遠き(約q.45ノツトI)であった口

 _1=二_・一
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 本県における昭和』2年度.ブリ仔採捕状況並びに蓄養状況

調査部

 昭和38年度から始まった民間船によるブリ仔採捕は・年々増加の願向にあり
 本年度は自己採捕総(40隻)及び種苗採捕専従総(21隻)計61隻の出漁計
 画がなされ、一方蓄養計画尾数は564-0C0尾となった回

 I一本県沿岸の水温
 5月1日～12目試験船照南丸一に

 よる海洋観測ゐ祐果は第1図のとお
 りで、黒潮本流は屋久島南30浬附

 逓を通っている。大隅海域から屋久

 島に奉・る・海域を含め・薩南海域は昨
 年同期より'水温は1℃前後高目で広
 く黒潮におLわれ、沿捧水系の張り

 出しは見られたい回

 ]Iプリ仔漁況概要

 今年度は4月上句から種苗採捕船
 が出漁し、4月10目から大隅海域

 ～志布志湾沖合にて小型魚.1.5～皇.5
 腕のものが採捕され(以下箆2図霧

 照)4月下旬になると魚体も3～5

 制と大きなも.のが採捕され・一・1日1
 隻当り10,000～15,000尾を

 採捕回この時期まではマアジ2川5
 舳の混獲が1多く、プリ仔との採捕割

 合は50～60系を呈した口

 5月に入ると漁場は次第に鹿児島

 湾口へ移動し、この時期には6～8

 第1図本県沿岸の水温

 銅の大型魚の混獲もあり、10日頃ほとんどの採捕船が予定尾数を確保している。一
 なお、プリ仔、流れ藻の沖合(漁場外)分布状況については、極子.島周辺では

 潮目あるも流れ藻殆んどなく・昨年好漁場を形成Lた屋久島・竹島間では流れ藻
 点在するもブリ任の出現は全くみられたかった。

 なお、今年度のプリ仔採捕状況を月旬別に区分すると下記のとおりである。
 第1表ブリ仔の月旬別採捕量

L

 4月中旬.4月一下旬・

L

 尾数.二.195-10055Z1.00

 .三12.・_⊥二1坐1一
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6ア3.2-0-0

42.8一一
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 第2図42年度プリ仔採捕漁場

 Ⅲ体長組成

 本年度のプリ仔採捕輝1千おいて試験船がもめ吐・プ.リ行分布調査並びに民間船
 に対する漁況連結の目南で5月コ日～1・4目にわたり調査をだしkが、その闇、
 5月8I白を多岬払南西と浬の.地点において多数のブO存分布が一みられたので、

 。500尾について魚体測定を行ないしその結果を第3図に示す1回・これによ.ると体
 一6・



 長4.O～5.9伽に巾広いモードの形歳がみられ、例年に比較してやL魚体が大型
 のように思われる。
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第;3図体長組成

 w種苗.採捕及ぴ蓄養尾数

 本県における今年度のハマーチ蓄.養撃奔は91を数えるが・蓄養漁業者の自己
 採捕尾数は採捕艀40隻一に対しg-6.口口O尾を、採苗採捕専従船21隻が
 62ア000尾、計1,573.0・00尾が一採捕さ.れたロ

 ー布・種苗管理申6蜷。死は3ヨ6-4nn尾で・6月末現在の蓄養尾数は第2表
 に示=すよう.に1-23.6,6.0.O尾.が蓄・差されているが、養成管理のいかんによって

 はトかなりの減耗が生じるものと思われる。

 第2表・採捕尾数と蓄養尾数(6月末現在)

       経営体'数築捕尾数職人尾数出荷尾数驚死屍数蓄養尾数一.

       垂水695'9n口nわ0.nnn26-nno2』1.nn置ア22.nn0

       牛根功236.oo臼ア8.0∩O59口口022.nnO233.0n0

       西一桜島一466.口。o6.OnOo120n≒0nnn
       鹿児島585.0Ω015Z0∩n4.On053.nnn185.on[1

       長島1nn35.口00口5.月002960n

       阿久根210.00n00一3.口noZ00n

       鹿屋0627q00n62ア00nnn

       計911.5ア3,0nO716.000ア16.0-00336.ヨ001,236.600

 、・ア}.



 。一・・定..覆  観報τ8・9月分)=

養''殖部'

 §8'月分
 ○旬平均水温・比重(満潮時・表面)一

         ＼水温℃比重δ15
         旬本年前句差前年同期差平年差本年前句差

         二         上28.44斗0.94一0.3ア十0.3825.4ア十1.2q芋三1
         中2994十1-50斗1.31十1-6525.ア8十0.31十1.4ア十2.06

         寺291n288口一α84十1.1口十1.2725.80十0.02十1.36十2,34         十1.99十0-35十0.7525.6ア斗0.91十1-3{斗2.15

 8月の平均水温・比重
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 §9月分

 ○旬平均水温・.比重(満潮時・表面)
         田

         水.温℃比重j・=l1δ一価一1・

         旬李年勧旬差酔同期差.!=.平年差本年前句牽前年同期中年差
         上2-945.十0-35.十115一ア十.1・7,625.4.nr0.2ア十0.60十1109
         中.2ア1-6r2.2づ.斗0.ア9一ト.0・6..35.5.え5.十0、一3-5.斗0一も3十..1-69=

         下.25180'一。1.36十Q.66十α012章.ξ弩十α'1'3.十一α69十.1,371
         月平均28.05口0.ア5十1-52十/.5,d25.φ0.r0.台7十0.51ミ一←1.き一1

 9月一。の水温・吐重.
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漁.場観測速報(9月分)

養.殖.部

I

       .旬別平均水温
       里..水.=成'川一福1.一山       観痴旬.神別'最高=..最一.I低最.1一高・.最・・=低.一最.高牽低

       上..'2・9ザ9216150'2-8.52:2Z56..芦。コ=ザ.一28-31
       ・申.26.5512-5,3P一28.002Z07、・2966.28・34

       .下26.00.2・3,55.2ア10号6,“2.ア3926.55

       月平均2ZlO25.012ア8ア2ア0029552Z71

       前月差一0.95一1.56一0.3ア一0.19⊥1.22一0.16

       前年差斗0.32≒0.81一一_グ.5㌔5.十0-91

 ○概して先月まで上昇の:傾向をたどつ千きた各地の水温ふ全般的に下降し始
めたコ

 ○.里村では最高水温の平均が2ア10℃、最低水温の平均が25.01℃であ

 一一つた・最高は上旬の29;1.9℃、・最低は26・50℃であった。
 また・平均水温は前月よりも隼高で約1℃・量低で1-5℃低くなっている回
 前年同期の水温に比較すると、最高二千α3℃、最低で⊂L8℃低い目

 O'李糾あ9月平均水温ぼ・最高水温の平均が・ア・ア℃・最低木温の平均
 が2Z00℃であった回最高は上旬の28,5・2℃、最低は下旬の26.44℃

 てあつ掌目

 前月に比較すると、最高水温の平均て約0.4℃、最低水温の平均で0,2℃

 低い.口

 .前年同期には欠測㍉なっているので・前年同期との比較は出来なかった・
 ○.福山の・月平触融・最高水.温の平声が・,9・・℃・最低水温の平均が
 ・2ブ7て℃であった。月間の最高・は上'句切ヨ1.6''1℃二最低は下旬の26・55
 ℃であった目

 平均水碍は前月よりも撮萬で約1℃低ぐ・最低て…は殆んζ変苧ない回
 前年同期に堵稜する主、。'最低では約1I℃高くなっているが一、。最高で一一2.5

 ℃もひらいているのは他の地区一に類をみない回・

 O;騨海師.琴台1・月中旬の.醐本師旬報によると・平秤比べ尋一三陸
 棚北酉海域ではイ℃以上・低目、他の海域では0.5;C前後低目となつ亡いる目
 また前年同期に比べると陸棚南部で1℃前後高目の他は全域にわたり0.5℃
 前後低目となっている。これからは、東シナ海の海颪水温は平年に比べて陸
 棚上ではや㌧低自、黒潮域では大体平年並みかや」低目となる見込みとの事
 である。

 ・。1.0一.'



巫漁況

 /、里村

 漁、獲魚・種はカツオ、イセエビ、みマミ、アカェピ・メジナ・4カノハダイ・
 サワラ、ハタ、タイ類など㌧たっているが、これらの漁、獲高が不明である。

 2ぺ水・.成川一..

 ・総漁獲量・は・1・・…18侮で・魚揮別にはアジ・貫くが今・アニ0ψ畔師
 約・6-O箔を占め・次いで・バガ.マオ・7ク・一瀬興など苧主なもgで芦.る回.
 前月に比較すると・総漁鰯では約半滅してい机こ.れは魚種別、㍗㍉.
 サパが前月の約半数しか漁、獲されていないことによる。
 また、酢1年同期の総漁獲量よりも約5,000佃減獲している。

           旬別一上」串†一一

           魚種一有漁日数延出漁総数漁獲量有為目数延出漁、船数漁獲量有為、日数延出漁船数漁獲盤漁一獲=・基≡一計
           アジ・サバ仙.1In22紬2.0'8168561.0一7I二5・9.g6宮1=ξ6Z・P4.2
           瀬魚3.1』261.0三…1ア246」コ12.斧.岬528.0

           7}フカ叩率410」コ・2111与き.!一与63.1

           イカ1.8・.ξ1,0、・1一5!10』〕.'.161・q,

           イセエビ192。之0-1ηP一口、

           ハガツオ8.86831』コI54事恥て一06・492アp8・{62.8

           .コダイ3ハ.51-51ア190'70-5

           月日貝・1114.O.ll,14』コ

           アマダイ1・7コ.如.1.1Z0

           景の..1口9.5745.n741'261.31・叩4=….

           サワヲ一合2・P1ア3.0.!一フ珊

           許拍3474.9ア803p20ア2ア与ア9.、2;q14.4手182ρ10桁9

■1・1'1}・



 9'月の漁、海況概撃

 二・午....,1.,.一二瀕.桑∵・部・一..
海況

 9月は本年最高を示し、薩南海域では表層は殆んど30℃の一水帯でおへ々れ
 てt・走。'50m層をみると、.大隅海峡一南部ば2-4㍗25℃とな一'蔓8月よ一り1℃
 内外の一上昇、甑島近海で.ほ2引②前後で前月よ一り一1℃内外gよ昇一例年に比べ
 ると、一表層では1・{2℃の高目で・あるが二。・中層では例年並か・・、どこ.ろに・よって
 はそれ以下であった。一

 託魚王兄・・一一

 三1;線11㍗海㍗予なった∴㍗∵∴
 業1軍1撫嶋.瓢1・ジサー一一1-11他笥烹月葦一{,,

近

 火ヨ…0.・・1・.・.、・70舳・.1  8.0.4527・3.判46392

 鰍根一一・・….1川.・.1….・1・.….・舳、・・・・…ア卿…
・ト1
 2834.04石180-36㎝124011124{・ア11"旦96313μ4。

 、.川棚9016ア06.9,451部01.96.2

 一串栂。・・。。・11.1・.・?・ア・1螂・・.・
 .純蒲・。1。・;・・α1川舳・.・α。
 二統一昨一一へ。。・・

 〃=“・川大・.1…一・
 一神・碓'崎小=・・1。口1.・

 小、66.15,8
阿久襖11165,854.6125

棒受絹

 1二2・4.2691-276,155・.6口5

28・51“208・159ミ19

 7引な。し6.3一.77

 21391,740,1一口。21

 ア何6.91量414

 35194.2104。ア。8{

 23η1158.6三

 一1.一8.98-1n330,016-74

内之浦3110.75.11.13.20.0

 プ為村山川1.・・旨・.口
阿久根59-99-20.3

 サバー__.一..一

 。枕崎39802.ア5.2
一本釣

鹿児島
4z2 Z2

 枕崎'142531.74.23.ア
八田網

山川20.6 0.3

1.2なし5524

84 なし

0.32728,811ア8

0.14ア20.6なし

〇一920.4

0.3

1128.1なL

542口5一

 11月ア
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 南部、馬毛.畢からの巾着舞の水揚量が増加し・マアジ・ムヲアジは今年最高であ
 った回無体は豆フジ・小㍗七郎!・ゆの割合目・
 サパ類も冬;』'増加の兆しがみえてきた。

 ・一阿久根港は8月より亭』不振ヒなったことは、アッ、.サづ類のほかカ4クチの減
 少が大きくひびいている。

 ・カツ茅漁業はつ月になつ.て大巾に不振となった。

奄美.短.信

 1口角の声を聞くと同時に気温もぐっと下がり、最高26℃、最低20℃前後、

 目申平均気温22-23℃と急に秋の深まりを感じ、あわて」冬蒲団を取り出し
 凌ぎ易い毎日である。年間を通じて最も住み良い季一節の様だと聞く。ln月は・、

 高く、青く澄んだ大空の下で、スポーツ、行楽と最適のシーズニノでもある。当地

 も10月1,8目は小、中学校の運動会})…催され、花を添えた。子供等は、日頃

 の成果を充分発揮L、親は我が子の成長ぶりを見守り、小さな町ゆえ街ぐるみの

 お祭り行事同様であっ。た。この運動会を始めとして、10一日の体育の目の歩け歩

 け運I動、22日、2ミ貝の灘祭り、11月初旬の町全体の運動会を最後に、古仁

 屋の体育行.事も最蔦潮に達する訳である。数年程前迄は、ごの運動会等も父兄の
 酒食いの場と化していたそうであるが、学校行事の簡素化が叫一ばれ。て以、来、年々

 様相を異にして来たと言う目

 先日、古仁屋よワ名瀬迄、用務を思い出し、..本島の主要幹纏と言える道を遼々

 』時間パスー1こ揺られた6道中標高200・刎前・後と思われ一る」峠を2.3通ザ'周囲に

 くり広げられるバナナ・パパーイヤ・.ツテツ・・ハイどスヵスー一等・赤・緑の=屋根屋棲・
 それに青く澄んだ海、そとにある珊瑚礁と実に日を見張らんぱかりの大型スクリ
 ーンであった。しかしながら・この雄大な景観にもまして貧甥ポのがこの道路で
 あった。道路状況の内訣を聞い一でみると、県道569氏祠の内、舗装されているの
 は鑑か10.ア名の60,562比い砂利道89第の508.1足刷とい㌧、.その弓も交

 通不能道路がg4上堀(16・5季～もあると言㌦先々月来海中公園が叫ばれ・こ
 こ大島もその有力候補に・特F、一卓L瀬戸内が具体的構想として上がろている。
 例え、養殖業にカを入れ、1それに伴う海中公園による観光地化を唱えたとしても
 名瀬r古仁屋闇の道路整備が徹底されない限.り、.訪れようとする客が尻込みする

 のは目に見える様に思えるし、それを世間に1宣伝して.も地先として琉かしさ・を感
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 ..・しない者カミいない・だろ弓か…・㌔海中会園を云・す.る前に二主婁幹線セあ・名犬島
 縦貫道路の完全舗装をして一もらい・たいものだ。我々水産鞄と余り関係あ一ない一文とI
 なってしまいましたが、これが私に・とつでは大島物感'の」つ…乏'しで痛磁L一一そ“る
 次第・です・の一七書いた様一な訳です口.

 きて、唯一の交通機関たる大島航路の乗降船客の若い男女のかも一し肘して㌔(一走
 あのカラー7ルな異様な姿も薄れ、・瀬戸内海峡・め鰹の指針と沌なる海ツ=二{=メも姿
 を消し、カツオ漁も下向きとなった口今年のヵツォ漁は、例年のエサ不足を「雨
 が降らず、水温が上がった為で一種の干害だ」というのを横目に、餌料に恵まれ

 従ってカツオ漁も黒潮の遠隔化にも拘わらず全体としては豊漁であった様だ。代

 らでズロ漁.も盛期に入り、連日漁港の揚場は多忙の様である回一方これとは裏腹
 に、若年層の人員不足に悩み、やむなく操業を断念している所もあり、これが深
 刻な問題化と化し.て書随る。その対策の一つとしてカツオからマグロ酸への切換
 えによる漁船の大型、近代装備による省力漁法へと努力しつ㌧ある回1

 ト方マベ養殖の方も順調た足並みて1、例年に比較し長日数を要したが、10日

 初句、中旬と沖田し、その数3.00.0と、職員一同頑張っています。

(KK)

 。業務一概況

 .、§本一場

.車
 ○漁海況一予報事案並びに定。線魚群調査

 一1p月令海洋調査.・…一110月・日～1.0・月11日(照市丸)・
 。貯卿坤査。
 ・.甑亭沿捧に叶る蝉・調弁郎・1干定置漁場海底調査1・・
 .9.月、93目}9月.29月(照、南東一)・'・

 *一軍子島東苧球、g.パシヨ、ウ率.ジキ踊場調査、‡
 軍一2次.g1月2・1目∵0・月1・町.(伽もめ.).
 卸準.一1p一月島、戸～川.戸1・1・坦・(か㈹).

 ・一1-i一両1沖原予癖叶臓調;奔・1.二・・.一.
 .剃二次1.ザ・.月凧戸・一9.・1目。(雌苅1)・・

 、、第・沃!.け.2・一.目728.居.(。照南和)..
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重
 ノ,関係一一

 *指導、講習10月18目垂水市、10月2σ目㍗21日鹿屋市高須、
 1-O月2一目串木野市島平、.ろ地区拒議費会を開いた。。

 *糸状体培養管理と、42年度野外試験の準備。
 アコヤ採苗調査

 採苗調査のうち三船湾、伊唐湾のコレクター付着稚貝数を計数した。
 9月2ア日～28目

 アコヤ病警調査

 犬島郡瀬戸内、字検両地先のアコヤガイについてポ・ホキ」ヘセルカリヤ÷
 プログタセス等の寄生状況を調査Lた。一
 ワカメ養殖講習会

 一!0月一6日華水一17日古江においてワカメ養殖についてめ講習会を開い
 た。

 アコヤガイ躍死調査

 .東町地先て1アコヤガイが異状艶死している状況について調査した回

望
鮮度保持魚価対策試験

 蹄通対策の一環とし蓄養魚類を姶め'とする高級魚類あ遠隔I市場出荷のための

 鮮度保持法として活ハマチによる延髄刺殺師び急速平緒処雛㌣.干叩保
 持延長のための予備.謝験幸実施した,

 加平担増・
 県北部漁協に対する鯉こく生産指導ロー1'

 九州・山口各県水試利用部会出席

 10月19日～21日長門市に於て開催の上記協議会ピ石神女び一藤田出席。

蓄養殖試験関係

 *月間クルマエビ、ガザミ蓄養試験。

 *10日3日～5目桜島、袴腰地先のクルーマエビ、ガザミの水質24時間

 観測、分析調査実施回'

 ハマチ蓄養殖業指導関係

 *10月3目～4目海潟森元氏のハマチ生育状況調査指導。.

 *10月ア目東桜島黒神養魚場指導。

 *10月11日頂桜島丸亀養魚場魚病指導。

 ○水質調査関係

 *10月12目～13日出水市役所主催公署関係現飽翻養並びに説明会に

 県開発課、関係試験機関係員と出水市に出張。
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 *1-0月161ヨ～19目.1,

 志布志湾並びに肝有川水系でんぷん廃液関係の第2回目調査琴施。.

 ○その他

 10房・2口'日 出水溝脇露上養魚油施設調査口

大島分場

.匿二費
O

o

o

O

9月19日大島海峡海洋観測
 10月2目～4目カツオ.、ム'口漁況調査(宇検)一

 カツオ漁餌料不足なく豊漁。亜

 ムロ漁例年6月より操業しているが今年度人員不足のため操業出来ず回一

 陸」良」副
 マベ人工受精～室内飼育試験(7月28日～10月11日)I

 鰍しlll11篶二1111/1一ケを舳た回
 とれは当初目標の15系にすぎず、大量・生産という意味七はその
 .成果.が得ら・れなかった。

 一文今年は例年に比べて.浮.游幼。生の燐泳が長く、受精から40～50一目て1スパッ
 …こたり、この間の減耗がかなり大きく、更に検討を奏すると思われる。

順二置二国
 ○ウニ歩留調査及ぴ採集〔宇鹸)

 ○カビ培養試験.(カ亨オ節)
 〇九州一・山口各県水試利用担当者会議1名出席(於 長門市)
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